
－

提出期限は令和7年1月31日(金)です。

◎個人住民税は、原則特別徴収です。普通徴収切替理由書で疑義が生じた場合は確認のご

連絡をする場合がありますので、予めご承知おきください。

◎翌年 1月 1 日以降に退職される方の個人住民税は、原則最後の給与等から一括徴収する

ことが義務づけられています。また、上記の時期に関わらず、本人からの申し出がある

場合は一括徴収が可能となりますので、該当される方へ周知してください。

①住所等に変更がある場合は

赤字で訂正してください。印字

がされていない場合はご記入

ください。

②法人番号に間違いがないか

確認してください。印字がされ

てない場合はご記入ください。

③報告人数は、特別徴収、普通

徴収（退職者、普通徴収対象者）

の人数をそれぞれ記入し、合計

人数も記載してください。

④普通徴収対象者がいる場合

は、「普通徴収切替理由書兼仕

切紙」の提出が必要です。

（次のページを参照）

⑤納入書が必要かどうかに○

を付けてください。

⑥提出前に確認していただき

たい事項です。ご確認ください。

・飯能市から送付した総括表以

外を使用する場合には、飯能市

の指定番号を記入し、こちらか

ら送付しました飯能市の総括

表も同封の上、提出してくださ

い。

令和７年度給与支払報告書の提出について

特別徴収の徹底・推進について

総 括 表について（令和６年１月以降に特別徴収の実績がある事業所に送付）

市ホームページに様式を掲載しています。

⑥

③

⑤

①赤字で訂正

357－8501
埼玉県飯能市双柳 1－1
飯能商店株式会社

飯能商事株式会社

1061054
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3
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9000020112097 ②



普通徴収にする場合には、「普通徴収切替理由書」の提出が必要です。

但し、エルタックスで提出する場合は不要です。

上記普 A～普 F に該当する理由がある場合のみ、普通徴

収にすることができます。右図のように、個人別明細

書の摘要欄に記入してください。「普通徴収切替理由書」

がなく、摘要欄にも記入がないと、原則特別徴収にな

ります。

・該当する理由があっても特別徴収にすることができます。

・該当する理由が複数ある場合、「普通徴収切替理由書」

には 1つのみ記入してください。

上記理由がなく特別徴収を実施されていない事業所や普通徴収の従

業員がいる場合、原則特別徴収義務者に指定します。

◎特別徴収と普通徴収の両区分の従業員がいる場合は下図のように提出してください。

人

数

を

記

入

普通徴収切替理由書（兼仕切書（紙））

市区町村名 飯 能 市 指定番号 1061054

事業者名 飯能商事株式会社

符 号 普通徴収切替理由 人数

普Ａ 総従業員数が２人以下 人

普Ｂ 乙欄該当者（他の事業所で主たる給与収入を得ている） １ 人

普Ｃ 給与が少なく税額が引けない（年間の給与収入額が 93 万円以下） ２ 人

普Ｄ 給与の支払が毎月でない（給与の支払いが 2ヶ月に 1回、年間に 4回など不定期） ２ 人

普Ｅ 事業専従者（個人事業主のみ対象） 人

普Ｆ 退職者又は退職予定者 ３ 人

合 計 ８ 人

≪ 普通徴収切替理由書（兼仕切書（紙））≫

総括表

仕切書

特別徴収分 個人別明細書（人数分）

雇用形態を問わず、在籍している方は特別徴収

をお願いします。

普通徴収分 個人別明細書（人数分）

摘要欄に「普通徴収」と「該当理由符号」を記

入してください。

④



◎フリガナ、生年月日、住所（住民登録地）は本人に確認の上、記入してください。

住所は令和 7年 1 月 1 日の住民登録地が原則となっております。（退職者は退職時の住所）

◎昨年中に給与の支払がある方は、徴収区分や雇用形態にかかわらず提出してください。

◎退職者で年間支払額が 30 万円以下の場合も、公平公正な課税のため提出にご協力をお願い

します。

◎租税条約に該当される方は摘要欄に記入してください。

租税条約に基づき住民税が免除される場合は、給与支払報告書の他に「租税条約に関する

住民税の届出書」及び該当される方の在留カードの写しを提出してください。

◎下記記入例中、英数字の吹き出しの箇所については次ページに説明がありますのでご覧く

ださい。
○記入例

※住所は原則住民登録地となっております

給与支払報告書（個人別明細書）

・飯能二郎（特別障害）

・前職：HANNO㈱ 支払3,851,000 源泉 135,115 社保 485,285 退職 R6.6.30

①

⑤

A

③

④

②

飯能市大字双柳３７１－１３

飯能 太郎
ハンノウ タロウ

8 800 000 6 820 000

380 000 1 1 1 3 1 1 1 1

飯能 花子
ﾊﾝﾉｳ ﾊﾅｺ

飯能 一郎
ﾊﾝﾉｳ ｲﾁﾛｳ

飯能 二郎
ﾊﾝﾉｳ ｼﾞﾛｳ

飯能 三郎
ﾊﾝﾉｳ ｻﾌﾞﾛｳ

飯能 四郎
ﾊﾝﾉｳ ｼﾛｳ

飯能 春子
ﾊﾝﾉｳ ﾊﾙｺ〇

１２３４５６７８９０１２

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４

４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５

５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６

６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

飯能市大字双柳1番地の1

飯能商事株式会社 042-973-2111

昭和 40 10 1

32,000 120,000 90,000

90 000920 500

1 26 8 20 住(特) 9,000,000

860,000

飯能 五郎

789012345678

4 970 500 2500

90 000

○ 6 7 1

⑥ ⑦

⑧30,000

⑧

90,000

7

⑨



① 扶養親族（16 歳未満含む）は報告書下部に氏名、個人番号記載欄があります。

欄の人数を超える場合は、○A のように扶養右側の欄に被扶養者の氏名、個人番号を記

入してください。

② 扶養親族に障害者控除適用者がいる場合は、摘要欄に該当者の氏名と障害区分を記入し

てください。

③ 前職分の給与を含んで年末調整した場合は、摘要欄に前職の給与支払者の名称、支払金

額、社会保険料等を記入してください。

記入がない場合、退職先から提出された給与支払報告書を再合算してしまいます。

④ 「生命保険料の金額の内訳」の記入漏れが多くなっていますのでご注意ください。

⑤ 住宅借入金等特別控除額がある場合は記入してください。

※特定取得の場合は(特)を、特別特定取得の場合は(特特)をそれぞれ区分の右側に

併記してください。

⑥ 年の途中で就職または退職された方については、中途就・退職欄に〇をつけ、

日付を記入してください。

⑦ 受給者の生年月日を記載してください。元号欄は漢字で記載してください。

⑧ 給与収入が 850 万円を超え、該当する要件にあてはまる場合は、「所得金額調整控除額」

欄へ控除額を記入してください。また、「給与所得控除後の金額（調整控除後）」欄は給

与所得控除後に所得金額調整控除を引いた金額を記入してください。

所得金額調整控除＝（給与等の収入金額－850 万円※1）×10％【控除上限額 15 万円】

※1 給与等の収入金額が 1,000 万円を超える場合は 1,000 万円とする

⑨ 民法の改正により、成年者の年齢が 20 歳から 18 歳に引き下げられました。受給者が賦

課期日現在で満 18 歳未満（平成 19 年 1 月 3 日以後に生まれた方）に該当する場合は、「未

成年者」欄に〇を記載してください。

① 給与支払報告書の提出期限 令和 7年 1 月 31 日（金）

事務処理の都合上、早めの提出（1月 20 日頃まで）に御協力をお願いいたします。

② 給与支払報告書を特別徴収で提出後に退職等した場合、異動届出書を提出してくださ

い。提出がない場合は令和 7年度個人住民税を特別徴収で通知します。

③ 給与支払報告書を提出後に訂正があった場合

区分の記入

例
適用区分（控除の種類）

住 一般の住宅借入金等特別控除の場合(増改築を含む)

増 特定増改築等住宅借入金等特別控除の場合

認 認定住宅の新築等に係る住宅借入金等特別控除の場合

震 東日本大震災による住宅借入金特別控除の場合

個人別明細書摘要欄に「訂正分」と記入し、

再度訂正した「給与支払報告書」を提出してください。

その他

飯能市 市民税課 特別徴収担当

TEL 042－973－2111 内線 125,126


